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 研究要旨 
放射線照射を施行した脳腫瘍患者において、治療の副作用として放
射線壊死が生じることがある。この放射線壊死に対して抗 VEGF 抗体
であるベバシズマブの投与を行い、その有効性と安全性を検証する多
施設間共同研究に参加した。 

 

   
Ａ．研究目的 
放射線治療を脳腫瘍患者に施行し、治療
後に生じた症候性脳放射線壊死に対して
ベバシズマブの臨床効果を検証する。 
 
Ｂ．研究方法 
大阪医大を中心とする多施設間共同研
究体制に入り、策定されたプロトコールに
乗っ取り、同意を得た患者にベバシズマブ
による治療を施行し、患者のフォローアッ
プを行う。 
（倫理面への配慮） 
臨床研究プロトコールは熊本大学医学
部附属病院の倫理委員会によって審議さ
れ承認済みである。患者には十分な説明を
行い、同意を書面で得た後に研究参加して
いただく。 
 
Ｃ．研究結果 
2012年に登録した症例のフォローアッ
プを行い、生存、ADLなどを確認した。 
 
Ｄ．考察 
アバスチンによる重篤な有害事象などが
ないことを確認でき、放射線壊死に対して
は有効な治療法と考えられた。 
 
Ｅ．結論 
  脳腫瘍患者において放射線治療後に生
じた放射線壊死に対して、べバシズマブの
効果は十分に期待できる。 
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